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「着衣泳」で水の事故防ごう　海外で
も注目「Uitemate（浮いて待て）」 
2014.7.23 産經新聞 

Technique to prevent drowning 
catches on 
“survival floating with clothes on,” or uitemate 

!
2014.7.23 The Japan Times

Background

同じソースを2つのメディアが掲載
「着衣泳」に関する認識・理解に差異がある？



「着衣泳」の定義の再確認 
着衣泳の発祥と歴史的経緯を調査 
今後の水泳教育における着衣泳を展望

Purpose

文献・資料等の検索 
関係者からの聴き取り

Method



安全水泳に関する書籍の発刊
Fred R. Lanoue 
“Drownproofing, A New Technique for 
Water Safety” (1963) 

江橋慎四郎/訳 
「おぼれないための新しい水泳の技術」(1965)

初の安全水泳の実用書 
「ラヌーの浮漂」



東京教育大学野外運動学研究室
大学院体育学研究科の授業「野外運動学演習」 
梅田利兵衛教授（1970年代） 
登山中に水難に遭うことを想定し，長袖・長
ズボン・登山靴・リュックサックの装備着用
の状態で25mを泳ぐなどの訓練を実施

野外活動の演習授業の一環 
この訓練に対する特別な呼称は無い



埼玉大学野沢巌研究室

増水した川に小学生が落ちて流されかける事
故に遭遇 
「水中における自己保全能力について」卒業
論文(1980) 
「体育教材研究」で着衣状態での水泳を採用

内容を年々工夫改良 
学習内容を総称して「着衣泳」と呼ぶ



鈴木勘三氏の水泳指導

愛知県の小学校教員 

背浮き・背泳ぎから始める水泳学習法を開発・
推進 

「だれでも泳げるようになる水泳指導」(1985)
の中に「服を着た泳ぎ」

「泳ぐというより，浮いて助けを待つわけです」 
現在の着衣泳指導の理念・方法とほぼ同様



水泳指導法研究会
荒木昭好氏（元東京都立科学技術大学教授）を
中心とした水泳指導者の研究グループ 

着衣泳の実践研究を推進 

「水泳指導法研究」第1号(1990)，第2号(1992)
に多くの着衣泳研究

着衣泳研究の先駈け 
実践研究と実践者の増加に貢献



河川の親水化と児童の水辺事故防止研究会
公益財団法人「リバーフロント整備センター」 
「河川の親水化」に伴う事故防止 
荒木昭好，佐野裕，野沢巌，椿本昇三，野村照夫，
臼井みよ子，西原巧 
「河川親水化と水辺事故防止調査研究報告　‒
ウォーター・セーフティのための着衣泳-」
（1992）
着衣泳指導に必要な客観的・科学的基礎根拠
が蓄積された



「はじめての着衣泳　ー服を着たまま泳ぐ
サバイバル・テクニックー」刊行（1993）
教育内容としての着衣泳について，水難の実
態，着衣泳の特徴，課題とすべき内容，指導
例等を網羅し体系化 
わが国初の着衣泳指導のベンチマーク

これ以降，本書を参考に多くの実践が試みら
れる



学校体育実技指導資料「水泳指導の手引き」

1993年版より着衣での水泳指導の取り扱いに
関する言及が採用 
2014年版では着衣泳の内容記述はさらに増強
され，その意図や取り扱いの解説とともに，
練習法の指導例（入水̶浮き身̶泳ぎ）が示
されている

学習指導要領での詳細な記載が期待される



水難学会（旧着衣泳研究会）
齋藤秀俊氏（長岡技術科学大学）を中心とした
救急医療情報研究会を母体としたグループ 

「命を守る着衣泳」(2001)発刊 

一般社団法人水難学会に組織替え(2011) 

各地で講習会開催，指導者認定

”Uitemate(浮いて待て)” 
海外でも啓蒙活動を実施



海外における着衣泳

GBR, NLD, NOR, USA, NZL, AUS… 

水泳指導の一部 

着衣状態を負荷条件として与え，安全力
獲得を図る

泳者自身の能動的安全能力を開発 
水難を起こさない，要救助者にならない
ための自己保全能力の獲得をめざす
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着衣泳はどこで始まったのか

世界の各地で発祥 

衣服をまとって生活する人が水に接する機会
があり，生命体としての安全欲求と文明人と
しての知性を発揮すれば、自ずから生ずるも
のではないか.



着衣泳の要点
リスク内容の把握，安全確保の作戦の
立案（思考・判断） 

作戦を実行するための水中での諸技能
（技能） 

プロセスが主体的に自信を持って行わ
れること（態度）



どちらも着衣泳？
要救助者にならないための水中の諸技能を獲
得することを目的とする着衣泳 

!

要救助者が安全に救助されることを目的とす
る着衣泳 

指導者の立場が反映

swimming with clothes on

survival floating with clothes on



水泳教育における着衣泳

浮く・潜る・呼吸法 

姿勢変換・方向変換・停留・移動

水泳の基本技能 着衣泳に必要な動作

水泳の技能学習に関連付けながら実施 
Water Safety能力の獲得をめざす

水泳と安全に関する知的理解と技能の獲得



Conclusion
着衣泳は、着衣状態における水中での動き
の特性を理解し，その状態における合理的
な身体操作の方法を学ぶことによって，泳
力や安全力を身につけるものである. 

着衣泳はWater Safety を実現するための
手段の一部であり，泳力養成の過程におい
て溺れないための能力を開発することと合
わせて計画し実施すべきである．
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